


氷見市空き家情報バンク 

企画振興部地域協働課 

空き家の有効活用を考えてみませんか？ 



空き家情報バンクって何？① 

氷見市への定住促進と空き家の有効活用のために、
市外から氷見市への移住希望者に氷見市の空き家を
紹介する仕組みです。   

（H18～実施） 



空き家情報バンクって何？② 

 氷見の海や山などの自然環境は、都
市住民の方々にとって大変魅力があり
ます！ 
「海が見えるところで生活したい！」
「農作業（家庭菜園）をしながら、 
   スローライフを楽しみたい！」 

空き家物件 大募集中！！ 
 

お気軽に地域協働課まで♪ 



空き家情報バンクのこれまでの実績① 

成約年度 
売却・賃貸の別 

合計 
売却 賃貸 

平成１８年度  １件  １件  

平成１９年度 ２件  ２件  ４件  

平成２０年度 ２件  ４件  ６件  

平成２１年度 １件  １件  ２件  

平成２２年度 １件  ６件  ７件  

平成２３年度  ２件  ２件  

平成２４年度 １件  ２件  ３件  

合計 ７件  １８件  ２５件 

（１）氷見市へ移住された方の数 

   ２５世帯５５人 （H18～H24） 



空き家情報バンクのこれまでの実績② 

（２）移住された 
  方の前居住地  

都道府県名 件数 人数 
山形県 １件 １人 
埼玉県 ３件 ８人 
東京都 ５件 ７人 
千葉県 １件 ３人 
群馬県 １件 ４人 
岐阜県 １件 ２人 
石川県 ３件 ７人 
愛知県 ２件 ７人 
大阪府 １件 ２人 
兵庫県 １件 ２人 
長崎県 １件 ２人 
富山県内 ５件 １０人 

計 ２５件 ５５人  

首都圏＞北陸＞東海 
の順で、移住された 
方が多い状況 



空き家情報バンクのこれまでの実績③ 

（３）移住された方の年代  

６０代以上の方が 
一番多い。 
近年は若年者（３０～ 
４０代）の移住希望者 
も増加傾向か。 

世代 人数 

１０歳未満 ９人 
１０代 ３人 

２０代 ３人 

３０代 ９人 

４０代 ８人 
５０代 ８人 

６０代以上 １５人 

計 ５５人  



空き家情報バンクのこれまでの実績④ 

（４）これまでの累計登録件数  

空き家物件－１０４件（現在取扱い件数 ２０件） 

利用希望者－１７２件（現在有効者数  ８９人） 

利用希望者から要望が比較的多い中山間地域や
山間部の物件はまだまだ登録が少ない状況です。 
 

★ぜひ、登録についてご検討ください！ 



                                     －ふれあいトーク－                



 



 



 

 消防指令事務  
 共同運用 
  仮運用H25.12.2 

  本運用H26. 1. 1 

火災情報の
問合せ 
１２月２日～ 
２２－９９９９ 



 

現 消防相互応援出動区域図 

新 消防相互応援出動区域図 





 
          ほんがわ       ゆうじろう 

氷見市長 本川 祐治郎  

                                     －ふれあいトーク－                



 

          たなせ        よしあき 

副市長 棚瀬 佳明 

                                     －ふれあいトーク－                



 
          まえつじ       あきお 

教育長 前辻 秋男 

                                     －ふれあいトーク－                



 

            たかはし  まさあき 

企画振興部長 高橋 正明 
 

  企画振興部：企画政策課、地域協働課、商工観光戦略課、 
                           水産振興課、漁業交流施設整備推進室  

 (1)  市の総合的企画、秘書、広報 
 (2)  地域協働、防災、交通・防犯 
 (3)  商工業、労働、観光 
 (4)  水産業 
 (5)  漁業交流館の整備  

                                     －ふれあいトーク－                



 
 

               いけだ      しずお 

防災・危機管理監 池田 士壽男      

 ・自然災害や原子力防災対策 

                                     －ふれあいトーク－                



 

         はまい   ひろふみ 

総務部長 濱井 博文 
            総務部：総務課、財務課、税務課 

 (1) 行政一般 

 (2) 統計 
 (3) 職員の進退及び身分 
 (4) 財政、財産 
 (5) 税 

                                     －ふれあいトーク－                



 
         みやもと       ひでお 

市民部長 宮本 秀夫 
 

  市民部：福祉課、健康課、市民課、環境課、 
      病院事業管理室 

 (1) 保育所運営、児童福祉、老人福祉  
   障害者福祉、生活保護 
 (2) 健康診査、予防接種、介護保険、健康づくり 
 (3) 戸籍届出、住所異動、印鑑登録 
 (4) 国民年金、国民健康保険、後期高齢者 
   医療制度 
 (5) ごみ処理、斎場運営、リサイクル 

                                     －ふれあいトーク－                



                                              じょうづか     のぶとし 

建設農林部長 定塚 信敏 
 

 建設農林部：建設課、都市計画課、上下水道課、 
            農林課 

 (1) 道路、河川 
 (2) 都市計画、住宅、建築 
 (3) 上水道、下水道 
 (4) 農業、林業、農地 

                                     －ふれあいトーク－                



 
能越自動車道対策室長（建設課長兼務） 
                                         ふくしま       まさのり   

                                                                 福嶋 雅範 

 ・能越自動車道の整備推進 
 ・市管理の道路整備、管理 

                                     －ふれあいトーク－                



                                    どうじり         しげる   

消防長 堂尻  繁  

                                     －ふれあいトーク－                

 ・消防、予防、救急 



教育次長（学校教育課長兼務） 
                                 はやし        かつみ 

                         林  克己     

 ・社会教育（文化、スポーツ） 
 ・学校管理 

                                     －ふれあいトーク－                



教育次長（総合教育センター所長兼務） 

              かの            ようこ   

                 加野 陽子 

 ・学校教育、教育研究 

                                     －ふれあいトーク－                



地域担当職員 
                    いしだ     こういち 

       上下水道課 石田 貢一 
                            いわつぼ     だいすけ 

 漁業交流施設整備推進室  岩坪 大祐 

                                     －ふれあいトーク－                



                氷見市長 本川 祐治郎  

                                     －ふれあいトーク－                

市政について 



                                     －ふれあいトーク－                

ハードからソフト、ソフトからハートへ 

 

 
つぶやきを形に 

市民はまちの使い手の専門家 



 



 



 



『氷見市の予算について』 
 

～９月補正予算の概要及び市の財政状況～ 

                                   －ふれあいトーク－                



子育て、高齢

者福祉など（民

生） 24.3% 

防災、自治など

（総務） 15.6% 

小中学校など

（教育） 12.3% 

道路、河川など
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（公債費） 

14.2% 

決算の内訳（平成24年度） 

地方交付税※ 

85.9 億円 
35.4% 

市税 

54.7 億円 
22.5% 

その他 

15.3 億円 
6.3% 

国・県支出金 

40.4 億円 
16.6% 

市債 

19.7 億円 
8.1% 

その他 

26.7 億円 
11.0% 

平成24年度決算 

の内訳（歳入） 

（242.7億円） 

平成24年度決算 

の内訳（歳出） 

（232.7億円） 

【歳 入】 【歳 出】 

特
定
財
源 

一
般 

財
源 

※「地方交付税」には、交付税の振り替えである「臨時財政対
策債」を含む 



決算の内訳（平成24年度） 

地方交付税※ 
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※「地方交付税」には、交付税の振り替えである「臨時財政対
策債」を含む 

子育て、高齢

者福祉など（民

生） 24.3% 

防災、自治など

（総務） 15.6% 

小中学校など

（教育） 12.3% 

道路、河川など

（土木） 9.5% 

健康づくり、環

境など（衛生） 
8.2% 

農林水産業 
5.8% 

その他（消防、

議会など） 
10.1% 

借金の返済

（公債費） 
14.2% 

その他 

0.8 億円 

国・県支出金 

1.4 億円 

市債 

3.9 億円 

その他 

3.7 億円 

子育て、高齢

者福祉など（民

生） 0.3 億円  

防災、自治など

（総務） 7.2 億

円  

小中学校など

（教育） 0.5 億

円  

道路、河川など

（土木） 0.2 億

円  

健康づくり、環

境など（衛生） 

0.2 億円  

農林水産業 

0.3 億円  

その他（消防、

議会など） 1.1 

億円  

今回（9月補正）の予算 

規模を、平成24年度決算 

に当てはめると・・・ 

全体の約4%相当 



未来への投資

（市庁舎、市民

プールバイオマ

スボイラー） 
44.6% 

未来への貯金

（財政調整基金

積立金） 
32.6% 

防災・安全 

（水害対策など） 
10.8% 

生活環境・ 

利便性向上 
3.8% 

施設の維持 

・修繕 
3.4% 

社会福祉・ 

教育の充実 
2.6% 産業の振興 

1.6% 

その他 
0.6% 

補正予算額 
9億8,119万円 

9月補正予算の内容 

【補正予算の内容】 

①未来への投資 
        4億3,754万円 
  ■市庁舎移転整備 3億9,596万円 
  ■市民プール木質バイオマスボイラー 
                 整備 3,990万円 
 

②防災・安全 1億573万円 
  ■災害復旧（農地・林業施設） 9,481万円 
  ■大浦地区浸水対策事業 822万円 
 

③生活環境・利便性向上 
          3,707万円 
  ■市内路線バス維持対策 1,618万円 
  ■合併浄化槽整備推進 1,484万円 

④施設の維持・修繕 
        3,350万円 
  ■道路修繕 1,800万円 
  ■小中学校修繕 347万円 

 

⑤社会福祉・教育の充実 
        2,562万円 
  ■保育所大規模修繕 1,260万円 
  ■小中学校教材購入 513万円 
  ■生活・介護サポーター養成 360万円 

 

⑥産業振興 1,547万円 
  ■中山間地域営農組織支援 1,000万円 



市債（実質

的負担） 

10,377 万円 

市債（将来

補塡あり） 

24,213 万円 

繰入金（貯

金の取崩し） 

5,000 万円 

市庁舎移転整備事業 

3億9,596万円 

市庁舎移転整備事業の財源 
市庁舎移転整備事業の追加分（3億9,596万円）を 

          市民の税負担に当てはめると・・・ 

「緊急防災・減災事業債」の借入れ
が認められれば・・・ 

 市民ひとりあたり 

 約201円／年の負担 

       （10年間） 
 

借入れが認められなければ・・・ 

 市民ひとりあたり 

 約670円／年の負担 

       （10年間） 
（※借金の元金に係る負担） 



氷見市の財政状況① 
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実質公債費比率の推移 

 ◇３５．０％以上：財政再生団体 
   ⇒「財政再生計画」の策定、公表等が義務づけられ、地方債の発行が制限される 
 

 ◇２５．０％以上：早期健全化団体 
   ⇒「財政健全化計画」の策定、公表等が義務づけられる 
 

 ◇１８．０％以上：起債許可団体 
   ⇒地方債の発行に都道府県知事の許可が必要となる 

(%) 

◇全国平均（市区町村）は9.9% 
◇県内平均（10市）は16.7% 

見込み 



(億円) 

氷見市の財政状況② 
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市債発行額と公債費の推移 

海浜植物園整備 

ふれスポ整備 

行財政改革の推進 

小中学校の改築・耐震化等を推進するため、
「緊急防災・減災事業債」（70～80%が将来補
塡される）を活用（11.8億円発行）。 

事業 総事業費 （うち市債） 実質負担額 実質負担割合 

ふれあいスポーツセンター整備 45.5億円 （40.3億円） 23.7億円 5割 

海浜植物園整備 20.7億円 （16.0億円） 12.1億円 6割 

市庁舎移転整備 19.4億円 （16.3億円） 7.3億円 3割 



市債残高の推移 (%) (億円) 

氷見市の財政状況③ 
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   負担比率 

残高 245億円 
ピーク時から 
3割以上減少 

市の財政規模に対して、借入金（市債）や将来支払っていく可
能性のある負担等の現時点での残高を指標化したもの 

（平成19年度決算より導入） 

「将来負担比率」とは・・・ 

残高 355億円 

将来 

約71％（約173億円）
が将来補塡される 


